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   Two hundred and fifty-eight appendices testeswere obtained from 143 autopsies of each 
decade from the still-born to the aged of 83. 
   They were examined with following results. 
   1) Most of appendices testes andepididymes were pedunculated and high incidence of 
their torsion was observed. 
   2) Glandularstructure of cystic formation in the appendages were frequently observed. 
They seemed to have arisen from lacunar depression of lining epithelium, vestigial structure, 
or communication with the seminal passage. 
   3) Spermatocele of vestigial origin was regarded to be a result of cystic change deve-
loped in the testicular appendages. 
   4) In the globusmajor of the epididymis erous cyst is occasionally observed without 
any communication with the seminal tract. Differential diagnosis is, however, not always 
easily made from spermatocele.
緒 言




くから知 られ てお り,こ れ らは軸捻転 をお こす
こともあ り,又 非常 に拡張 して陰嚢 内腫瘤 を形
成することもあ る,し か し一般 には世人 の注 目
をひく器宮で もな く,今 日迄 その詳細 な記述 も
決 して多 くはない.わ れわれの調査では,副 睾
丸頭部の嚢腫 の報告以外には,Vermeulenand
Hagertyの睾丸垂捻転症 に 関連 して 行つた 正
常睾丸28個の睾丸垂の記載があるだけである.
この ように,特 に臨床的 にも重要 でないと考 え
られている器官についてここに採 り上 げた理由
は,さ きに泌尿 器科紀要 の8巻7号 で巾 ・西井
等が睾丸垂捻転 症の1例 を報告 した際 に,こ れ
ら小体に関する記載の余 りに少 い ことと,当 時
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剖検109例を検討した結果,睾 丸附属小体は意






















































検 査 成 績
1肉 眼的 所 見 につ い て
1)年 令的 関 係=143例中年 令 の明 か な75例の内 訳
は,10才以 下3例,10才 代4例,20才 代12例,30才代
7例,40才代11例,50才代18例,60才代15例,70才代
4例,80才以 上1例 となつ てお り,検 査 の対 象 となつ
た ものは 死産 児 か ら83才の各 年 令層 に亘 つ てい る.






















































































































被 覆上 皮 腺 管 様 構 造 間 質
備 考





































































































被 覆上皮 腺 管 様 構 造 間 質
備 考
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大 き さ 被 覆 上 皮 腺 管 様 構 造 間 質
備 考

















































































































































448 巾 ・西井 ・桝田一睾丸附属小体について
第7図.副 睾丸垂で1;皿 型 を示






第8図.副 睾丸 頭 部の附属小体で
Lll,V型が 明 か であ
る.
∴ 堀 熔 困」,
・忌 部 少 猷
乙










ちなが ら,実 際 にはかか る症例の少い理 由の一
つとして,わ れわれは さきに これ らの小器官 に
対する世人の関心が稀薄 であ ることをあげた.
今度115個の小体中前記の如 く4例 の循環障害
例と2例 のCorporaliberaをみい出 した こと
自体が,本 小体捻転症 の頻 回発症率 を意味す る
ものではないに しても,一 応注 目すべ き現象 と
考えてよい.
Corporaliberaについて;周 知 の如 く睾 丸
部の手術に際 して総爽膜内貯留液中にCorpo
raliberaと呼ばれてい る小結石様 の小体が 屡
屡発見 され る.こ のものの発生原因の一つ とし
て,睾丸垂又 は副睾丸垂の脱落物があ ることも
多くの人 々の認め る所 で ある.
然るに小体が前 述の如 く細 長の茎 を もち軸捻
転をお こす条件を十分 に もつているにもかかわ
らず,Corporaliberaが全例 中2例 にのみ発
見された ことは,一 見 その発生 に無関係の よう
に思われる.し か しCorp.lib.がすべ て附属 小
体の脱落物か ら発生 するとは限 らないし,又 極
く小型なものは見落 したか も知れず,更 に実際
に脱落 した附属小体が石灰沈着 もな く壊 死融 解
変性のまま吸収 され てしまつた とも想像 され る
わけである.
発見されたCorporaliberaは57才と76才
の症例にあつた もので,比 較 的高令 者 で あ る
が,加年 とともにその数 を増す ことはない と思
う,




















(異常形成)と 副睾丸頭部 の嚢腫 が広義の睾丸
附属小体 としてあげ られる.そ して これ ら小体
中簡単 なPolyp様の構造を示すものにつ い て
は とくに問題はないが,副 睾丸頭部 の嚢腫や こ
れ と精液瘤,睾丸附属小体 の3者の関係 について
論 じた ものは決 して多 くはない.故 にわれわれ
は小体 内にみ られた腺管様構造物や,こ れ らが
拡張 して出来 た と思われ る嚢胞 とその内容物等
の由来,正 副睾丸頭部の嚢胞即ちわれわれ の分
類中V型 に属 するものの発生母地等 に注 目して
みたい.腺 管,嚢 胞は前述の5つ の型 の小体及
び正副睾丸垂 中間型の何 れにも発見 され,こ れ
らが如何 なる意義を もつか又如何 に して発生す
るか甚だ興味深い ものが ある.勿 論小体間質内
に侵入 した陰窩状上皮陥凹が,切 片標 本作成 の
切戯方 向により嚢胞様形態を とることもあろう
が,方 向の如何 にかかわ らず嚢胞形成例 が多か




















































































丸輸出管 由来性であるこ とが 多 い(第26,27
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454 巾 ・西井 ・桝田一睾丸附属小体について
dorfer,Kaufmann,大越 等)が 多 い.
一方副睾丸には嚢腫状 の変化が あつ て古 くか
ら色々の名称で呼ばれ,現 在 なお一定の呼称 が
ない ようである.昔 外国では精液瘤 と同意語 と
して使 用され てお り(大 越 らによる),清 水 は
副睾丸管か ら発生 した嚢腫 を副睾丸嚢腫 と定義
し,大 越 らは精液瘤 と副睾丸嚢腫 とは区別す る
ことを提唱 してい る.そ の他小林等は副睾丸部
に存在 する小嚢胞性変化を一括 して副睾丸嚢腫
と呼んでいる.何 れに しても精液瘤 と副睾丸 嚢
腫 とは無関係ではあ り得 ないことで,後 者 を広
義に解 しこの内の或 るものが精 液瘤 とな ると考
える ことは不合理 ではない と思 う.
精液路には生理的狭窄部位 が4ヵ 所一 細精管
が直管に入 る所,睾 丸網 と睾丸輸 出管 との境,
睾丸輸出管 が副睾丸管 となる所,副 睾丸管か ら
精管 えの移行部一 あ り(Kocher),この部に外
傷炎症等に よる通過障害(第2次 原因)が加わ る
と精液瘤が発生 して くるとい う(Herzenberg).
又Kocherは精液 瘤の好発部位 と し て,睾 丸
網の部 に於け る細精管 の入 口部,睾 丸網 自身,
副 睾 丸 に於 けるVasaefferentiaの開 口
部等をあげ てい る,こ の位置は胎生 期 遺 残 物
Paradidymis(lower),Vasaberranssup.,
AppendixoftheRetetestis,Vasaber
ran.infr等の発生部位 でもあり,睾 丸 附 属
小体 の殆ん ど全部 は同位置或いはそ の附近に附
着 している.つ まり睾丸附属小体の附着部位 と
精液瘤のそれ とは略一致 しているわけである.
以上の理 由に加 えて,精 液瘤は睾丸輸出管 ・副
睾丸管 ・正副睾丸垂 ・迷 管 ・勇睾体等を発生輝
地 としているとい う先人の研究を考え合せ るな
らば,聖 丸附属小体 と精液瘤 との関係 も自ら明
か であ る。胎生期遺残物 である正副睾丸 垂 自身
とくに腺管 をもたない充実性 のものが貯 留腫 と
しての精液瘤 に発展す ることはあ り得ない.従
つ て胎生期遺残物か ら精液瘤 が発生す る場 合,
われわれが得 た検索所見 か らみて,そ の発生に
重要な役割 を果 してい るものは小体内の嚢胞性
変化であ り,又 これが遺残物 由来の精液 瘤発 生
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